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三島小理科レポー ト 四国中央市立三島小学校

田中正史

1399 「つなみ～被災地のこども８０人の作文集～」２０１１年８月臨時増刊号（文藝春秋）

○「お母さんをかならず見つけます」大槌小学校５年 八幡千代さん

津波で母の千果
か ず み

さんが行方不明と
ゆく え ふ めい

なった。父の光徳
みつのり

さんは釜石市で仕
かまいし し

事をしていたが、
ごと

夕方になって自分

が大槌に帰るまで
おおつち

「被害が自分の大
ひ がい おお

槌に及んでいると
つち およ

は、なぜか想像も
そうぞう

しなかった」。

光徳さんは「一

番大事なのは娘、
だい じ むすめ

でも一番大好きな
す

のは妻」と公言し
つま

てきた愛妻家だっ
あいさい か

た。震災から二か
しんさい

月が経っても、光
た

徳さんは毎朝自宅
たく

があった場所に向
ば しよ む

かい、「半分だめ

だろうとわかって

いるはずなのに」

千果さんの捜索を
そうさく

続けている。
つづ

★

★ 「お母さんは、まだ見つかりませんが、かならず見つけて、三人で仲良く
なか よ

くらしたいです。」この一文が、とても切ないです。

９年たっても、この思いは消えないことでしょう。
き
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